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食品、添加物等の規格基準の一部を改正する件について 

 

 

食品、添加物等の規格基準の一部を改正する件（平成 26年厚生労働省告示第 390

号）が本日公布され、これにより食品、添加物等の規格基準（昭和 34年厚生省告

示第 370 号）の一部が改正されたところであるが、改正の概要等は下記のとおり

であるので、その運用に遺憾なきよう取り計らわれたい。 

また、当該改正の概要等につき、関係者への周知方よろしくお願いする。 

 

記 

 

第１ 改正の概要 

１ 食品衛生法（昭和 22 年法律第 233 号。以下「法」という。）第 11 条第１

項の規定に基づき、農薬アゾシクロチン及びシヘキサチン、農薬及び動物用

医薬品エトキサゾール、動物用医薬品オルビフロキサシン、農薬グルホシネ

ート、農薬クロルフェナピル、農薬シアントラニリプロール、農薬スピネト

ラム、動物用医薬品ドキシサイクリン、農薬ビフェントリン、農薬フェノキ

サスルホン、農薬フェンピロキシメート、農薬フルキサピロキサド、農薬プ

ロチオコナゾール及び農薬ミルベメクチンについて、食品中の残留基準を設

定したこと（別紙１参照）。 

２ 法第 11条第１項の規定に基づき、農薬アゾシクロチン及びシヘキサチンに

ついて、食品において「不検出」とされる農薬等の成分である物質から削除

するとともに、アゾシクロチン及びシヘキサチンの試験法を削除したこと。 

 

第２ 適用期日 

公布日から適用されるものであること。ただし、残留基準値を改正するもの



のうち、下表の農薬等ごとに掲げる食品に係る残留基準値については、平成 27

年４月３日から適用されるものであること。 

 

農薬等 食品 

ドキシサイクリン 

牛の筋肉、牛の脂肪、牛の肝臓、牛の腎臓、牛の食用部分、

その他の家きんの筋肉、その他の家きんの脂肪、その他の家

きんの肝臓、その他の家きんの腎臓、その他の家きんの食用

部分 

フェンピロキシメー

ト 

米、小麦、大麦、ライ麦、とうもろこし、そば、その他の穀

類、大豆、えんどう、そら豆、らっかせい、その他の豆類、

ばれいしょ、さといも類、かんしょ、やまいも、こんにゃく

いも、その他のいも類、てんさい、さとうきび、だいこん類

の根、だいこん類の葉、かぶ類の根、かぶ類の葉、西洋わさ

び、クレソン、はくさい、キャベツ、芽キャベツ、ケール、

こまつな、きょうな、チンゲンサイ、カリフラワー、ブロッ

コリー、その他のあぶらな科野菜、ごぼう、サルシフィー、

アーティチョーク、チコリ、エンダイブ、しゅんぎく、レタ

ス、たまねぎ、ねぎ、にんにく、にら、アスパラガス、わけ

ぎ、その他のゆり科野菜、にんじん、パースニップ、セロリ、

しろうり、まくわうり、しょうが、マッシュルーム、マルメ

ロ、びわ、あんず、すもも、ラズベリー、ブラックベリー、

ブルーベリー、クランベリー、ハックルベリー、バナナ、キ

ウィー、パパイヤ、アボカド、パイナップル、グアバ、パッ

ションフルーツ、なつめやし、ひまわりの種子、ごまの種子、

べにばなの種子、なたね、その他のオイルシード、コーヒー

豆、カカオ豆、その他のハーブ、牛の筋肉、その他の陸棲哺

乳類に属する動物の筋肉、その他の陸棲哺乳類に属する動物

の脂肪、その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓、その他の

陸棲哺乳類に属する動物の腎臓、牛の食用部分、その他の陸

棲哺乳類に属する動物の食用部分 

プロチオコナゾール 

牛の筋肉、その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉、牛の脂

肪、その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪、乳、鶏の肝臓、

その他の家きんの肝臓 

 

第３ 運用上の注意 

１ 残留基準関係 

（１） 今回基準値を設定するアゾシクロチン及びシヘキサチンとは、アゾシ

クロチン及びシヘキサチンをシヘキサチン含量に換算したものの和をい



うこと。 

（２） 今回基準値を設定するグルホシネートとは、農産物（穀類、豆類、種

実類及びてんさいに限る。）にあっては、グルホシネート、３－メチルホ

スフィニコプロピオン酸（以下「代謝物Ｂ」という。）及びＮ－アセチル

グルホシネート（以下「代謝物Ｚ」という。）をグルホシネートアンモニ

ウム塩に換算したものの和をいい、農産物（穀類、豆類、種実類及びて

んさいを除く。）及び畜産物にあっては、グルホシネート及び代謝物Ｂを

グルホシネートアンモニウム塩に換算したものの和をいうこと。なお、

グルホシネートには、グルホシネートアンモニウム塩及びグルホシネー

トＰが含まれること。 

（３） 今回ビフェントリンについて基準値を設定した食品のうち、カカオ豆

の検体部位については外皮を含まないものとすること。 

（４） これまでフェンピロキシメートはフェンピロキシメート（Ｅ体）及び

フェンピロキシメート（Ｚ体）の和をいうこととしていたが、今回基準

値を設定するフェンピロキシメートとはフェンピロキシメート（Ｅ体）

のみをいうこと。 

（５） これまでプロチオコナゾールは農産物にあっては、プロチオコナゾー

ル及び２－（１－クロロシクロプロピル）－１－（２－クロロフェニル）

－３－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）－２－プロパノ

ール（以下「代謝物Ｍ17」という。）をプロチオコナゾールに換算したも

のの和をいい、畜産物にあっては、プロチオコナゾール及び代謝物Ｍ17

をプロチオコナゾールに換算したもの及びこれら２化合物の抱合体をプ

ロチオコナゾールに換算したものの和をいうこととしていたが、今回基

準値を設定するプロチオコナゾールとは、農産物にあってはプロチオコ

ナゾール及び代謝物Ｍ17をプロチオコナゾールに換算したものの和をい

い、畜産物にあっては代謝物Ｍ17及びその抱合体をプロチオコナゾール

に換算したものの和をいうこと。 

（６） 今回基準値を設定するミルベメクチンとは、ミルベメクチンＡ３及び

ミルベメクチンＡ４の和をいう。 

２ 試験法通知関係 

（１） 法第 11条第１項の規定に基づき、農薬アゾシクロチン及びシヘキサチ

ンについて、試験法を削除したことを踏まえ、「食品に残留する農薬、飼

料添加物又は動物用医薬品の成分である物質の試験法について」（平成

17 年１月 24 日付け食安発 0124001 号当職通知）の別添の一部を次のと

おり改正することとしたこと。 

 なお、改正後の試験法を実施するに際しては、試験法通知別添の第１

章総則部分を参考とされたい。 

（２） 目次を別紙２のとおり改める。なお、改正部分を下線で示す。 



（３） 第３章個別試験法中「アゾキシストロビン、クミルロン及びシメコナ

ゾール試験法（畜水産物）」に係る部分の次に別紙３の「アゾシクロチン

及びシヘキサチン試験法（農産物）」及び別紙４の「アゾシクロチン及び

シヘキサチン試験法（畜水産物）」を加える。 

なお、各試験法の開発に当たっては、１機関の結果ではあるが、「アゾ

シクロチン及びシヘキサチン試験法（農産物）」にあっては、玄米、大豆、

ばれいしょ、ほうれんそう、キャベツ、りんご、オレンジ、コーヒー豆

及び茶について、「アゾシクロチン及びシヘキサチン試験法（畜水産物）」

にあっては、牛の筋肉・脂肪・肝臓・乳、鶏卵、さけ、うなぎ、しじみ、

えび及びはちみつについて各試験法が適用可能であることが確認されて

おり、各試験の実施に際しては参考とされたい。 

 

第４ その他 
法に基づく残留基準値の設定に併せ、農薬取締法（昭和 23年法律第 82号）

に基づく農薬シアントラニリプロール及び農薬フェノキサスルホンに係る新

規農薬登録並びに農薬及び動物用医薬品エトキサゾール、農薬グルホシネート、

農薬クロルフェナピル、農薬ビフェントリン、農薬フェンピロキシメート及び

農薬ミルベメクチンに係る適用拡大のための変更登録が農林水産省において

行われること。 

なお、農薬シアントラニリプロール、農薬スピネトラム、動物用医薬品ドキ

シサイクリン、農薬フェノキサスルホン、農薬フルキサピロキサド及び農薬プ

ロチオコナゾールに係る試験法については、後日通知することとしていること。 

 

 



別紙１

残留基準値

（改正前）

ppm

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） ○ 0.5 不検出
その他のかんきつ類果実 ○ 0.2 不検出
りんご ○ 0.2 不検出
日本なし ○ 0.2 不検出
西洋なし ○ 0.2 不検出
その他のベリー類果実 ○ 0.1 不検出
ぶどう ○ 0.3 不検出
コーヒー豆 ○ 0.5 不検出
とうがらし（乾燥させたもの） ○ 5 不検出

残留基準値

（改正前）

ppm

小豆類 ○ 0.3 0.3
かんしょ ○ 0.05
なす ○ 0.5 0.5
きゅうり（ガーキンを含む。） ○ 0.3 0.3
かぼちゃ（スカッシュを含む。） ○ 0.01
すいか ○ 0.2 0.2
メロン類果実 ○ 0.2 0.2
まくわうり ○ 0.2 0.2
その他のうり科野菜 ○ 0.2 0.2
みかん ○ 0.5 0.5
なつみかんの果実全体 ○ 0.7 0.7
レモン ○ 0.7 0.7
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） ○ 0.7 0.7
グレープフルーツ ○ 0.7 0.7
ライム ○ 0.7 0.7
その他のかんきつ類果実 ○ 0.7 0.7
りんご ○ 0.5 0.5
日本なし ○ 0.5 0.5
西洋なし ○ 0.5 0.5
マルメロ ○ 0.2 0.2
びわ ○ 0.2 0.2
もも ○ 0.05 0.05
ネクタリン ○ 0.5 0.5
あんず（アプリコットを含む。） ○ 0.1 0.1
すもも（プルーンを含む。） ○ 0.5 0.5
うめ ○ 0.1 0.1
おうとう（チェリーを含む。） ○ 1 1

エトキサゾール（殺虫剤・殺ダニ剤）

残留基準値※

食品名 （改正後）

ppm

アゾシクロチン及びシヘキサチン（殺ダニ剤）

残留基準値※

食品名 （改正後）

ppm



残留基準値

（改正前）

ppm

いちご ○ 0.5 0.5
ぶどう ○ 0.5 0.5
マンゴー ○ 0.3 0.3
その他の果実 ○ 0.5 0.5
綿実 ○ 0.2 0.2
ぎんなん ○ 0.01
くり ○ 0.01 0.01
ペカン ○ 0.01 0.01
アーモンド ○ 0.01 0.01
くるみ ○ 0.01 0.01
その他のナッツ類 ○ 0.01 0.01

○ 15 10
ホップ ○ 15 15
その他のスパイス ○ 10 10
その他のハーブ ○ 15
牛の筋肉 ○ 0.05 0.05
豚の筋肉 ○ 0.01 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 ○ 0.01 0.01
牛の脂肪 ○ 0.05 0.05
豚の脂肪 ○ 0.02 0.02
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 ○ 0.02 0.02
牛の肝臓 ○ 0.05 0.05
豚の肝臓 ○ 0.01 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 ○ 0.01 0.01
牛の腎臓 ○ 0.05 0.05
豚の腎臓 ○ 0.01 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 ○ 0.01 0.01
牛の食用部分 ○ 0.05 0.05
豚の食用部分 ○ 0.01 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 ○ 0.01 0.01
乳 ○ 0.01 0.01
鶏の筋肉 ○ 0.01 0.01
その他の家きんの筋肉 ○ 0.01 0.01
鶏の脂肪 ○ 0.2 0.02
その他の家きんの脂肪 ○ 0.2 0.02
鶏の肝臓 ○ 0.04 0.01
その他の家きんの肝臓 ○ 0.04 0.01
鶏の腎臓 ○ 0.01 0.01
その他の家きんの腎臓 ○ 0.01 0.01
鶏の食用部分 ○ 0.2 0.01
その他の家きんの食用部分 ○ 0.2 0.01
鶏の卵 ○ 0.2 0.01
その他の家きんの卵 ○ 0.2 0.01

残留基準値※

食品名 （改正後）

茶

ppm

エトキサゾール（つづき）



残留基準値

（改正前）

ppm

牛の筋肉 ○ 0.02 0.02
豚の筋肉 ○ 0.02 0.02
牛の脂肪 ○ 0.02 0.02
豚の脂肪 ○ 0.02 0.02
牛の肝臓 ○ 0.02 0.02
豚の肝臓 ○ 0.02 0.02
牛の腎臓 ○ 0.02 0.02
豚の腎臓 ○ 0.02 0.02

○ 0.02 0.02
豚の食用部分 ○ 0.02 0.02
乳 ○ 0.02 0.02

残留基準値

（改正前）

ppm

米（玄米をいう。） ○ 0.3 0.3
小麦 ○ 0.2 0.2
大麦 ○ 0.5 0.5
とうもろこし ○ 0.1 0.1
そば ○ 0.3 0.3
大豆 ○ 2 2
小豆類 ○ 2 2
えんどう ○ 3 3

○ 2 2
らっかせい ○ 0.1 0.1
その他の豆類 ○ 3 3
ばれいしょ ○ 0.2 0.2
さといも類（やつがしらを含む。） ○ 0.2 0.2
かんしょ ○ 0.1 0.1
やまいも（長いもをいう。） ○ 0.2 0.2
こんにゃくいも ○ 0.2 0.2
てんさい ○ 2 0.9
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 ○ 0.3 0.3
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 ○ 0.3 0.3
かぶ類の根 ○ 0.1 0.1
かぶ類の葉 ○ 0.1 0.1
クレソン ○ 0.3 0.3
はくさい ○ 0.2 0.2
キャベツ ○ 0.2 0.2
ブロッコリー ○ 0.2 0.2
その他のあぶらな科野菜 ○ 0.2 0.2

（改正後）

グルホシネート（除草剤）

残留基準値※

ppm

（改正後）

残留基準値※

オルビフロキサシン（抗菌剤）

そら豆

ppm

食品名

食品名

牛の食用部分



残留基準値

（改正前）

ppm

ごぼう ○ 0.2 0.2
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） ○ 0.4 0.2
その他のきく科野菜 ○ 0.5 0.5
たまねぎ ○ 0.2 0.2
ねぎ（リーキを含む。） ○ 0.2 0.2
にんにく ○ 0.3 0.3

にら ○ 0.2 0.2
アスパラガス ○ 0.4 0.2
その他のゆり科野菜 ○ 0.1
にんじん ○ 0.1 0.1
パセリ ○ 0.7 0.7
セロリ ○ 0.2 0.2
みつば ○ 0.2 0.2
その他のせり科野菜 ○ 0.3 0.3
トマト ○ 0.2 0.2
ピーマン ○ 0.2 0.2
なす ○ 0.2 0.2
その他のなす科野菜 ○ 0.2 0.2
きゅうり（ガーキンを含む。） ○ 0.2 0.2
かぼちゃ（スカッシュを含む。） ○ 0.2 0.2
しろうり ○ 0.3 0.3

○ 0.1 0.1
メロン類果実 ○ 0.3 0.3
その他のうり科野菜 ○ 0.2 0.2
ほうれんそう ○ 0.1 0.1
たけのこ ○ 0.2 0.2
オクラ ○ 0.1 0.1
しょうが ○ 0.3 0.3
未成熟えんどう ○ 0.2 0.2
未成熟いんげん ○ 0.05 0.05
えだまめ ○ 0.2 0.2
その他の野菜 ○ 0.3 0.3
みかん ○ 0.2 0.2
なつみかんの果実全体 ○ 0.2 0.2
レモン ○ 0.2 0.2
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） ○ 0.2 0.2
グレープフルーツ ○ 0.2 0.2
ライム ○ 0.2 0.2
その他のかんきつ類果実 ○ 0.2 0.2
りんご ○ 0.2 0.2
日本なし ○ 0.2 0.2
西洋なし ○ 0.1 0.1
マルメロ ○ 0.1 0.1

残留基準値※

食品名

グルホシネート（つづき）

（改正後）

ppm

すいか



残留基準値

（改正前）

ppm

びわ ○ 0.2 0.2
もも ○ 0.2 0.2
ネクタリン ○ 0.2 0.1
あんず（アプリコットを含む。） ○ 0.3 0.3
すもも（プルーンを含む。） ○ 0.3 0.1
うめ ○ 0.3 0.3
おうとう（チェリーを含む。） ○ 0.3 0.3
いちご ○ 0.5 0.5
ラズベリー ○ 0.1 0.1
ブラックベリー ○ 0.1 0.1
ブルーベリー ○ 0.1 0.1
クランベリー ○ 0.1 0.1
ハックルベリー ○ 0.1 0.1
その他のベリー類果実 ○ 1 0.5
ぶどう ○ 0.2 0.2
かき ○ 0.1 0.1
バナナ ○ 0.2 0.2
キウィー ○ 0.2 0.2
パパイヤ ○ 0.1 0.1
アボカド ○ 0.1 0.1
パイナップル ○ 0.1 0.1

○ 0.1 0.1
マンゴー ○ 0.1 0.1
パッションフルーツ ○ 0.1 0.1
なつめやし ○ 0.1 0.1
その他の果実 ○ 0.2 0.2
ひまわりの種子 ○ 5 5
綿実 ○ 5 4
なたね ○ 5 5
ぎんなん ○ 0.1 0.1
くり ○ 0.2 0.2
ペカン ○ 0.1 0.1
アーモンド ○ 0.1 0.1
くるみ ○ 0.1 0.1
その他のナッツ類 ○ 0.1 0.1

○ 0.3 0.3
コーヒー豆 ○ 0.1
ホップ ○ 0.2 0.2
その他のスパイス ○ 0.5 0.5
その他のハーブ ○ 0.5 0.5
牛の筋肉 ○ 0.05 0.05
豚の筋肉 ○ 0.05 0.05
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 ○ 0.05 0.05

食品名 （改正後）

グアバ

グルホシネート（つづき）

茶

残留基準値※

ppm



残留基準値

（改正前）

ppm

牛の脂肪 ○ 0.4 0.4
豚の脂肪 ○ 0.4 0.4
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 ○ 0.4 0.4
牛の肝臓 ○ 6 6
豚の肝臓 ○ 6 6
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 ○ 6 6
牛の腎臓 ○ 4 4
豚の腎臓 ○ 4 4
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 ○ 4 4
牛の食用部分 ○ 6 6
豚の食用部分 ○ 6 6
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 ○ 6 6

○ 0.02 0.02
鶏の筋肉 ○ 0.05 0.05
その他の家きんの筋肉 ○ 0.05 0.05
鶏の脂肪 ○ 0.05 0.05
その他の家きんの脂肪 ○ 0.05 0.05
鶏の肝臓 ○ 0.1 0.1
その他の家きんの肝臓 ○ 0.1 0.1
鶏の腎臓 ○ 0.5 0.5
その他の家きんの腎臓 ○ 0.5 0.5
鶏の食用部分 ○ 0.1 0.1
その他の家きんの食用部分 ○ 0.1 0.1

○ 0.05 0.05
その他の家きんの卵 ○ 0.05 0.05

○ 0.05 0.05

○ 0.05 0.05

残留基準値

（改正前）

ppm

○ 0.05
○ 0.05 0.05
○ 0.03 0.03
○ 0.05 0.05

ppm

とうもろこし
小豆類
さといも類（やつがしらを含む。）
かんしょ

残留基準値※

（改正後）

グルホシネート（つづき）

食品名

ひまわり油（食用植物油脂の日本農林規格に規定する食用
ひまわり油及びこれと同等以上の規格を有すると認められる
食用油を除く。）

乳

食品名

クロルフェナピル（殺虫剤）

鶏の卵

なたね油（食用植物油脂の日本農林規格に規定する精製な
たね油、なたねサラダ油及びこれらと同等以上の規格を有す
ると認められる食用油を除く。）

（改正後）

ppm

残留基準値※



残留基準値

（改正前）

ppm

○ 0.05 0.05
○ 0.5 0.5
○ 0.1 0.1
○ 3 3
○ 0.2 0.2
○ 15 15
○ 2 2
○ 1 1
○ 0.3 0.3
○ 10 10
○ 5 5
○ 10 10
○ 10 10
○ 1 1
○ 3 3
○ 10 10
○ 20 20
○ 20 20
○ 20 20
○ 3 3
○ 0.5 0.5
○ 0.7 0.7
○ 0.2 0.2
○ 3 3
○ 3 3
○ 2 2
○ 1 1
○ 1 1
○ 1 1
○ 5 5
○ 0.5 0.5
○ 0.5 0.5
○ 1 1
○ 0.05 0.05
○ 1 1
○ 3 3
○ 0.7 0.7
○ 0.05 0.05
○ 2 2
○ 0.5 0.5
○ 5 5
○ 5 5
○ 0.3 0.3みかん

オクラ
しょうが
未成熟えんどう
未成熟いんげん
えだまめ
その他の野菜

その他のなす科野菜
きゅうり（ガーキンを含む。）

しろうり
すいか
その他のうり科野菜
ほうれんそう

にんじん
セロリ
みつば
その他のせり科野菜
トマト
ピーマン

しゅんぎく
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）
その他のきく科野菜
ねぎ（リーキを含む。）
アスパラガス
その他のゆり科野菜

芽キャベツ

（改正後）

ppm

カリフラワー
ブロッコリー
その他のあぶらな科野菜

チンゲンサイ

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉

かぶ類の葉
はくさい
キャベツ

ケール

だいこん類（ラディッシュを含む。）の根

こまつな
きょうな

なす

かぼちゃ（スカッシュを含む。）

やまいも（長いもをいう。）
てんさい

かぶ類の根

クロルフェナピル（つづき）

残留基準値※

食品名



残留基準値

（改正前）

ppm

○ 2 2
○ 2 2
○ 2 2
○ 2 2
○ 2 2
○ 2 2
○ 2 2
○ 1 1
○ 1 1
○ 0.5 0.5
○ 0.5 0.5
○ 0.05 0.05
○ 1 1
○ 2 2
○ 0.5 0.5
○ 2 2
○ 1 1
○ 5 5
○ 3
○ 5 5
○ 1 1
○ 2 2
○ 0.05 0.05
○ 0.3 0.3
○ 2 2
○ 0.5 0.5
○ 40 40

その他のスパイス ○ 10 10
その他のハーブ ○ 10 10
牛の筋肉 ○ 0.01 0.01
豚の筋肉 ○ 0.01 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 ○ 0.01 0.01
牛の脂肪 ○ 0.05 0.05
豚の脂肪 ○ 0.05 0.05
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 ○ 0.05 0.05
牛の肝臓 ○ 0.05 0.05
豚の肝臓 ○ 0.05 0.05
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 ○ 0.05 0.05
牛の腎臓 ○ 0.05 0.05
豚の腎臓 ○ 0.05 0.05
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 ○ 0.05 0.05
牛の食用部分 ○ 0.05 0.05

○ 0.05 0.05
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 ○ 0.05 0.05

キウィー
マンゴー
その他の果実
綿実

おうとう（チェリーを含む。）
いちご
ブルーベリー
ぶどう
かき
バナナ

びわ
もも
ネクタリン
あんず（アプリコットを含む。）
すもも（プルーンを含む。）
うめ

ライム
その他のかんきつ類果実
りんご
日本なし
西洋なし
マルメロ

なつみかんの果実全体
レモン

食品名

クロルフェナピル（つづき）

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）

ppm

残留基準値※

（改正後）

グレープフルーツ

茶

豚の食用部分



残留基準値

（改正前）

ppm

○ 0.01 0.01
鶏の筋肉 ○ 0.01 0.01
その他の家きんの筋肉 ○ 0.01 0.01
鶏の脂肪 ○ 0.01 0.01
その他の家きんの脂肪 ○ 0.01 0.01
鶏の肝臓 ○ 0.01 0.01
その他の家きんの肝臓 ○ 0.01 0.01
鶏の腎臓 ○ 0.01 0.01
その他の家きんの腎臓 ○ 0.01 0.01
鶏の食用部分 ○ 0.01 0.01
その他の家きんの食用部分 ○ 0.01 0.01
鶏の卵 ○ 0.01 0.01
その他の家きんの卵 ○ 0.01 0.01

残留基準値

（改正前）

ppm

米（玄米をいう。） ○ 0.05
大豆 ○ 0.05
ばれいしょ ○ 0.2
かんしょ ○ 0.2
やまいも（長いもをいう。） ○ 0.2
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 ○ 0.1

○ 10
○ 3
○ 1
○ 3
○ 2
○ 10
○ 0.04
○ 8
○ 20
○ 2
○ 2
○ 2
○ 0.3
○ 0.4
○ 0.02
○ 0.02
○ 0.4

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉

ねぎ（リーキを含む。）
セロリ
トマト
ピーマン

すいか
メロン類果実

きゅうり（ガーキンを含む。）

ppm

（改正後）

クロルフェナピル（つづき）

残留基準値※

食品名

乳

ppm

残留基準値※

食品名

シアントラニリプロール（殺虫剤）

（改正後）

その他のうり科野菜

かぼちゃ（スカッシュを含む。）

なす

はくさい

キャベツ

カリフラワー

ブロッコリー

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）

たまねぎ



残留基準値

（改正前）

ppm

○ 20
○ 2
○ 0.1
○ 0.7
○ 0.7
○ 0.7
○ 0.7
○ 0.7
○ 0.7
○ 0.5
○ 1
○ 2
○ 0.2
○ 1
○ 0.5
○ 0.5
○ 0.5
○ 6
○ 1
○ 4
○ 2
○ 2
○ 2
○ 0.04
○ 0.04
○ 30
○ 3

残留基準値

（改正前）

ppm

米（玄米をいう。） ○ 0.1 0.1
大豆 ○ 0.02
ばれいしょ ○ 0.1
てんさい ○ 0.1 0.01
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 ○ 0.1 0.1
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 ○ 10 10
クレソン ○ 8
はくさい ○ 1 1

○ 2 0.5
芽キャベツ ○ 2

ネクタリン

りんご
日本なし

おうとう（チェリーを含む。）
いちご

すもも（プルーンを含む。）
うめ

茶

スピネトラム（殺虫剤）

レモン
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）
グレープフルーツ

その他のかんきつ類果実

ひまわりの種子

ブルーベリー

あんず（アプリコットを含む。）

残留基準値※

なたね

くるみ

ppm

食品名 （改正後）

その他のスパイス

キャベツ

アーモンド

ぶどう

えだまめ
ほうれんそう

もも
西洋なし

ライム

なつみかんの果実全体
みかん

シアントラニリプロール（つづき）

残留基準値※

食品名 （改正後）

ppm



残留基準値

（改正前）

ppm

こまつな ○ 10 5
きょうな ○ 10
チンゲンサイ ○ 10
カリフラワー ○ 2 0.5
ブロッコリー ○ 2 2
その他のあぶらな科野菜 ○ 10
エンダイブ ○ 8
しゅんぎく ○ 8
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） ○ 10 10
その他のきく科野菜 ○ 8
たまねぎ ○ 0.1 0.1
ねぎ（リーキを含む。） ○ 2 0.5
アスパラガス ○ 0.3 0.3
その他のゆり科野菜 ○ 0.8
パセリ ○ 8
セロリ ○ 8
その他のせり科野菜 ○ 8
トマト ○ 0.7 0.7
ピーマン ○ 0.7 0.7
なす ○ 0.2 0.2
きゅうり（ガーキンを含む。） ○ 0.3 0.3
かぼちゃ（スカッシュを含む。） ○ 0.3
しろうり ○ 0.3
メロン類果実 ○ 0.1 0.1
その他のうり科野菜 ○ 0.3
ほうれんそう ○ 8
未成熟えんどう ○ 0.3
未成熟いんげん ○ 0.3
えだまめ ○ 0.3
その他の野菜 ○ 8
みかん ○ 0.1 0.1
なつみかんの果実全体 ○ 0.3 0.3
レモン ○ 0.7 0.7
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） ○ 0.7 0.7
グレープフルーツ ○ 0.7 0.7
ライム ○ 0.7 0.7
その他のかんきつ類果実 ○ 0.7 0.7

○ 0.5 0.5
日本なし ○ 0.5 0.5
西洋なし ○ 0.5 0.5
マルメロ ○ 0.2 0.2
もも ○ 0.1 0.1
ネクタリン ○ 0.5 0.5
あんず（アプリコットを含む。） ○ 0.2

残留基準値※

（改正後）

ppm

スピネトラム（つづき）

りんご

食品名



残留基準値

（改正前）

ppm

すもも（プルーンを含む。） ○ 0.2 0.2
おうとう（チェリーを含む。） ○ 0.5 0.5
いちご ○ 2 2
ラズベリー ○ 0.8
ブラックベリー ○ 0.7
ブルーベリー ○ 0.5 0.5
クランベリー ○ 0.01
ハックルベリー ○ 0.2
その他のベリー類果実 ○ 0.7
ぶどう ○ 0.5 0.5
バナナ ○ 0.3
パパイヤ ○ 0.3
アボカド ○ 0.3
パイナップル ○ 0.02
グアバ ○ 0.3
マンゴー ○ 0.3
パッションフルーツ ○ 0.3
その他の果実 ○ 0.2 0.2
ぎんなん ○ 0.01 0.01
くり ○ 0.1 0.01
ペカン ○ 0.1 0.01
アーモンド ○ 0.1 0.01
くるみ ○ 0.1 0.01
その他のナッツ類 ○ 0.1 0.01

○ 3 3
その他のスパイス ○ 3 3
その他のハーブ ○ 8
牛の筋肉 ○ 0.01 0.01
豚の筋肉 ○ 0.01 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 ○ 0.01 0.01
牛の脂肪 ○ 0.2 0.2
豚の脂肪 ○ 0.2 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 ○ 0.2 0.2
牛の肝臓 ○ 0.01 0.01
豚の肝臓 ○ 0.01 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 ○ 0.01 0.01

○ 0.01 0.01
豚の腎臓 ○ 0.01 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 ○ 0.01 0.01
牛の食用部分 ○ 0.01 0.01
豚の食用部分 ○ 0.01 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 ○ 0.01 0.01

○ 0.01 0.01
鶏の筋肉 ○ 0.01

残留基準値※

（改正後）

ppm

牛の腎臓

乳

スピネトラム（つづき）

茶

食品名



残留基準値

（改正前）

ppm

その他の家きんの筋肉 ○ 0.01
鶏の脂肪 ○ 0.01
その他の家きんの脂肪 ○ 0.01
鶏の肝臓 ○ 0.01
その他の家きんの肝臓 ○ 0.01
鶏の腎臓 ○ 0.01
その他の家きんの腎臓 ○ 0.01
鶏の食用部分 ○ 0.01
その他の家きんの食用部分 ○ 0.01
鶏の卵 ○ 0.01
その他の家きんの卵 ○ 0.01

残留基準値

（改正前）

ppm

● 0.1
○ 0.05 0.05
● 0.1
○ 0.05 0.05
● 0.3
○ 0.05 0.05
● 0.6
○ 0.05 0.05
● 0.3
○ 0.05 0.05
○ 0.05 0.05
● 0.1
○ 0.05 0.05
● 0.3
○ 0.05 0.05
● 0.3
○ 0.05 0.05
● 0.6
○ 0.05 0.05
● 0.3
○ 0.05 0.05

その他の家きんの筋肉

ドキシサイクリン（抗菌剤）

残留基準値※

（改正後）

豚の食用部分

ppm

スピネトラム（つづき）

残留基準値※

食品名 （改正後）

ppm

魚介類（すずき目魚類に限る。）
その他の家きんの食用部分
鶏の食用部分
その他の家きんの腎臓
鶏の腎臓
その他の家きんの肝臓
鶏の肝臓
その他の家きんの脂肪
鶏の脂肪

鶏の筋肉

牛の食用部分
豚の腎臓
牛の腎臓
豚の肝臓
牛の肝臓
豚の脂肪
牛の脂肪
豚の筋肉
牛の筋肉

食品名



残留基準値

（改正前）

ppm

小麦 ○ 0.5 0.5
大麦 ○ 0.05 0.05
ライ麦 ○ 0.05 0.05
とうもろこし ○ 0.05 0.05
そば ○ 0.05 0.05
その他の穀類 ○ 0.05 0.05
大豆 ○ 0.3 0.3
小豆類 ○ 0.3 0.3

○ 0.3 0.3
そら豆 ○ 0.3 0.3
らっかせい ○ 0.1 0.1
その他の豆類 ○ 0.3 0.3
ばれいしょ ○ 0.05 0.05
さといも類（やつがしらを含む。） ○ 0.05 0.05
かんしょ ○ 0.05 0.05
やまいも（長いもをいう。） ○ 0.05 0.05
こんにゃくいも ○ 0.05
その他のいも類 ○ 0.05 0.05
てんさい ○ 0.2 0.2
さとうきび ○ 0.01 0.01
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 ○ 0.05 0.05
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 ○ 10 4
かぶ類の根 ○ 0.05 0.05
かぶ類の葉 ○ 4 4
西洋わさび ○ 0.05 0.05
クレソン ○ 2 2
はくさい ○ 0.5 0.5
キャベツ ○ 2 2
芽キャベツ ○ 2 2
ケール ○ 4 4
こまつな ○ 4 4
きょうな ○ 4 4
チンゲンサイ ○ 4 4
カリフラワー ○ 0.4 0.4
ブロッコリー ○ 0.4 0.4
その他のあぶらな科野菜 ○ 4 4
ごぼう ○ 0.05 0.05
サルシフィー ○ 0.05 0.05
アーティチョーク ○ 0.2 0.2
エンダイブ ○ 2 2
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） ○ 3 3
その他のきく科野菜 ○ 0.05 0.05
ねぎ（リーキを含む。） ○ 0.5 0.5

（改正後）
残留基準値※

ppm

えんどう

食品名

ビフェントリン（殺虫剤）



残留基準値

（改正前）

ppm

にら ○ 0.05 0.05
アスパラガス ○ 0.05 0.05
にんじん ○ 0.05 0.05
パースニップ ○ 0.05 0.05

○ 3 3
その他のせり科野菜 ○ 0.05 0.05
トマト ○ 0.5 0.5
ピーマン ○ 0.5 0.5
なす ○ 0.5 0.5
その他のなす科野菜 ○ 0.5 0.5
きゅうり（ガーキンを含む。） ○ 0.5 0.5
かぼちゃ（スカッシュを含む。） ○ 0.4 0.4
しろうり ○ 0.4 0.4
すいか ○ 0.2 0.2
メロン類果実 ○ 0.2 0.2
まくわうり ○ 0.4 0.4
その他のうり科野菜 ○ 0.4 0.4
ほうれんそう ○ 0.2 0.2
しょうが ○ 0.05 0.05
未成熟えんどう ○ 0.6 0.6
未成熟いんげん ○ 0.6 0.6
えだまめ ○ 0.6 0.6
その他の野菜 ○ 2 2
みかん ○ 0.1 0.1
なつみかんの果実全体 ○ 2 2
レモン ○ 2 2
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） ○ 2 2
グレープフルーツ ○ 2 2
ライム ○ 2 2
その他のかんきつ類果実 ○ 2 2
りんご ○ 1 1
日本なし ○ 0.5 0.5
西洋なし ○ 0.5 0.5
マルメロ ○ 0.1 0.1
びわ ○ 0.1 0.1
もも ○ 0.03 0.03
ネクタリン ○ 1 1
あんず（アプリコットを含む。） ○ 1 1
すもも（プルーンを含む。） ○ 0.5 0.5
うめ ○ 1 1
おうとう（チェリーを含む。） ○ 2 2
いちご ○ 2 2
ラズベリー ○ 1 1

残留基準値※

（改正後）

ppm

ビフェントリン（つづき）

パセリ

食品名



残留基準値

（改正前）

ppm

ブラックベリー ○ 1 1
ブルーベリー ○ 2 2
その他のベリー類果実 ○ 1 1
ぶどう ○ 2 2

○ 0.5 0.5
バナナ ○ 0.1 0.1
キウィー ○ 0.05 0.05
パパイヤ ○ 0.5 0.5
マンゴー ○ 0.3 0.3
その他の果実 ○ 0.3 0.3
ひまわりの種子 ○ 0.1 0.1
ごまの種子 ○ 0.1 0.1
べにばなの種子 ○ 0.1 0.1
綿実 ○ 0.5 0.5
なたね ○ 0.1 0.1
その他のオイルシード ○ 0.1 0.1
ぎんなん ○ 0.05 0.05
くり ○ 0.05 0.05
ペカン ○ 0.05 0.05
アーモンド ○ 0.05 0.05
くるみ ○ 0.05 0.05
その他のナッツ類 ○ 0.05 0.05

○ 30 30
カカオ豆（外皮を含まない。） ○ 0.1 0.1
ホップ ○ 20 20
その他のスパイス ○ 10 10
その他のハーブ ○ 4 4
牛の筋肉 ○ 0.5 0.5
豚の筋肉 ○ 0.5 0.5
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 ○ 0.5 0.5
牛の脂肪 ○ 3 3
豚の脂肪 ○ 3 3
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 ○ 3 3
牛の肝臓 ○ 0.2 0.2
豚の肝臓 ○ 0.5 0.5
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 ○ 0.5 0.5
牛の腎臓 ○ 0.2 0.2
豚の腎臓 ○ 0.5 0.5
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 ○ 0.5 0.5
牛の食用部分 ○ 0.5 0.5
豚の食用部分 ○ 0.5 0.5

残留基準値※

（改正後）

ppm

かき

ビフェントリン（つづき）

茶

食品名



残留基準値

（改正前）

ppm

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 ○ 0.5 0.5
○ 0.2 0.2

鶏の筋肉 ○ 0.05 0.05
その他の家きんの筋肉 ○ 0.05 0.05
鶏の脂肪 ○ 0.05 0.05
その他の家きんの脂肪 ○ 0.05 0.05
鶏の肝臓 ○ 0.05 0.05
その他の家きんの肝臓 ○ 0.05 0.05

○ 0.05 0.05
その他の家きんの腎臓 ○ 0.05 0.05
鶏の食用部分 ○ 0.05 0.05
その他の家きんの食用部分 ○ 0.05 0.05
鶏の卵 ○ 0.01 0.01
その他の家きんの卵 ○ 0.01 0.01
とうがらし（乾燥させたもの） ○ 5 5

○ 0.1 0.1

小麦粉（全粒粉に限る。） ○ 0.5 0.5
小麦粉（全粒粉を除く。） ○ 0.2 0.2
小麦ふすま ○ 2 2
小麦はい芽 ○ 1 1

残留基準値

（改正前）

ppm

米（玄米をいう。） ○ 0.05
魚介類 ○ 0.04

残留基準値

（改正前）

ppm

● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02

残留基準値
※

（改正後）

ppm

ライ麦

ppm

フェノキサスルホン（除草剤）

なたね油（食用植物油脂の日本農林規格に規定する精製な
たね油、なたねサラダ油及びこれらと同等以上の規格を有す
ると認められる食用油に限る。）

残留基準値※

食品名 （改正後）

大麦

残留基準値※

（改正後）

ppm

小麦
米（玄米をいう。）

ビフェントリン（つづき）

乳

食品名

フェンピロキシメート（殺ダニ剤）

鶏の腎臓

食品名



残留基準値

（改正前）

ppm

● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.05 0.1
○ 0.05 0.05
● 0.1 0.2
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02 0.05
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
○ 0.5 0.5

残留基準値※

（改正後）

ppm

フェンピロキシメート（つづき）

チコリ
エンダイブ
しゅんぎく
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）
その他のきく科野菜

カリフラワー
ブロッコリー
その他のあぶらな科野菜
ごぼう
サルシフィー
アーティチョーク

キャベツ
芽キャベツ
ケール
こまつな
きょうな
チンゲンサイ

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉
かぶ類の根
かぶ類の葉
西洋わさび
クレソン
はくさい

やまいも（長いもをいう。）
こんにゃくいも
その他のいも類
てんさい
さとうきび
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根

そら豆
らっかせい
その他の豆類
ばれいしょ
さといも類（やつがしらを含む。）
かんしょ

とうもろこし
そば
その他の穀類
大豆
小豆類
えんどう

食品名



残留基準値

（改正前）

ppm

● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
○ 0.5 0.5
● 0.02
○ 2 2.0
○ 0.5 0.5
○ 0.7 0.5
○ 1 0.5
○ 0.5 0.5
○ 2 0.5
○ 0.5 0.5
○ 0.05 0.02
● 0.02
○ 1 1.0
○ 1 1.0
● 0.02
○ 0.5 0.5
○ 0.5 0.5
○ 5 5
○ 0.2 0.02
● 0.02
○ 2 2.0
○ 2 2.0
○ 2 2.0
● 0.02
○ 0.2 0.02
○ 0.2 0.02
○ 5 5
○ 0.5 0.5
○ 1 1.0
○ 1 1.0
○ 1 1.0
○ 1 1.0
○ 1 1.0

（改正後）

ppm

残留基準値※

レモン
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）
グレープフルーツ
ライム

マッシュルーム
しいたけ
その他のきのこ類
その他の野菜
みかん
なつみかんの果実全体

たけのこ
オクラ
しょうが
未成熟えんどう
未成熟いんげん
えだまめ

しろうり
すいか
メロン類果実
まくわうり
その他のうり科野菜
ほうれんそう

トマト
ピーマン
なす
その他のなす科野菜
きゅうり（ガーキンを含む。）
かぼちゃ（スカッシュを含む。）

にんじん
パースニップ
パセリ
セロリ
みつば
その他のせり科野菜

ねぎ（リーキを含む。）
にんにく
にら
アスパラガス
わけぎ
その他のゆり科野菜

たまねぎ

食品名

フェンピロキシメート（つづき）



残留基準値

（改正前）

ppm

○ 1 1.0
○ 0.5 0.5
○ 1 1.0
○ 1 1.0
● 0.3 0.4
● 0.1 0.2
○ 0.1 0.1
○ 1 1.0
● 0.02
● 0.02
○ 2 0.02
○ 0.7 0.5
○ 0.5 0.5
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
○ 1 1.0
○ 2 2.0
○ 0.5 0.5
● 0.02
● 0.05 0.1
● 0.02
● 0.02
● 0.02
● 0.02
○ 1 1.0
● 0.02
● 0.02
○ 0.5 0.5
● 0.02
● 0.02
● 0.02
○ 0.1 0.1
● 0.02
● 0.02
○ 0.05 0.02
○ 0.05 0.02
○ 0.05 0.02
○ 0.05 0.02
○ 0.05 0.02
○ 0.05 0.02

くるみ
その他のナッツ類

ぎんなん
くり
ペカン

フェンピロキシメート（つづき）

食品名

アーモンド

ひまわりの種子
ごまの種子
べにばなの種子
綿実

その他のオイルシード

パイナップル
グアバ
マンゴー
パッションフルーツ
なつめやし
その他の果実

かき
バナナ
キウィー
パパイヤ
アボカド

なたね

ブラックベリー
ブルーベリー
クランベリー
ハックルベリー
その他のベリー類果実
ぶどう

あんず（アプリコットを含む。）
すもも（プルーンを含む。）
うめ
おうとう（チェリーを含む。）
いちご
ラズベリー

日本なし
西洋なし
マルメロ
びわ
もも
ネクタリン

その他のかんきつ類果実
りんご

ppm

残留基準値※

（改正後）



残留基準値

（改正前）

ppm

○ 40 10
● 0.02
● 0.02
○ 15 15
○ 5 5
● 2 5
● 0.01 0.03
○ 0.01 0.005
● 0.01 0.03
○ 0.02 0.02
○ 0.02 0.005
● 0.02 0.03
○ 0.01 0.01
○ 0.01 0.005
● 0.01 0.3
○ 0.01 0.01
○ 0.01 0.005
● 0.01 0.3
● 0.01 0.03
○ 0.01 0.005
● 0.01 0.03
○ 0.005 0.005
○ 0.005
○ 0.005
○ 0.005
○ 0.005
○ 0.005
○ 0.005
○ 0.005
○ 0.005
○ 0.005
○ 0.005
○ 0.005
○ 0.005
○ 0.005
○ 0.005
○ 0.005
○ 0.005
○ 0.005
○ 0.005
○ 0.005
○ 0.005
○ 5
○ 5

魚介類（貝類に限る。）

鶏の食用部分

残留基準値※

魚介類（その他の魚類に限る。）

鶏の肝臓

食品名

とうがらし（乾燥させたもの）

（改正後）

ppm

魚介類（甲殻類に限る。）
その他の魚介類
はちみつ
干しぶどう

その他の家きんの卵
鶏の卵

乳
鶏の筋肉
その他の家きんの筋肉

その他の家きんの脂肪

豚の食用部分

魚介類（さけ目魚類に限る。）

魚介類（すずき目魚類に限る。）

豚の脂肪
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪
牛の肝臓
豚の肝臓
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓

鶏の脂肪

牛の腎臓
豚の腎臓
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓
牛の食用部分

その他のスパイス
その他のハーブ
牛の筋肉
豚の筋肉
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉
牛の脂肪

茶
コーヒー豆
カカオ豆
ホップ

フェンピロキシメート（つづき）

魚介類（うなぎ目魚類に限る。）

その他の家きんの腎臓
鶏の腎臓
その他の家きんの肝臓

その他の家きんの食用部分

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分



残留基準値

（改正前）

ppm

小麦 ○ 0.3
大麦 ○ 3
ライ麦 ○ 3
とうもろこし ○ 0.2
そば ○ 3
その他の穀類 ○ 3
大豆 ○ 0.3
小豆類 ○ 0.4

○ 0.4
そら豆 ○ 0.4
らっかせい ○ 0.01
その他の豆類 ○ 0.4
ばれいしょ ○ 0.03
さといも類（やつがしらを含む。） ○ 0.02
かんしょ ○ 0.02
やまいも（長いもをいう。） ○ 0.02
その他のいも類 ○ 0.02
てんさい ○ 0.2

○ 0.7
○ 0.7
○ 0.7
○ 0.7
○ 0.02
○ 0.7
○ 0.02
○ 2
○ 2

えだまめ ○ 2
しいたけ ○ 0.6
その他のきのこ類 ○ 0.6
その他の野菜 ○ 7
りんご ○ 0.9
日本なし ○ 0.9
西洋なし ○ 0.9
マルメロ ○ 0.9
ネクタリン ○ 2
あんず（アプリコットを含む。） ○ 2
すもも（プルーンを含む。） ○ 2
うめ ○ 2
おうとう（チェリーを含む。） ○ 2
その他の果実 ○ 0.8
ひまわりの種子 ○ 0.9
ごまの種子 ○ 0.9
べにばなの種子 ○ 0.9

なす
その他のなす科野菜
その他のうり科野菜

未成熟えんどう
未成熟いんげん

オクラ
しょうが

トマト
ピーマン

ppm

フルキサピロキサド（殺菌剤）

えんどう

残留基準値※

（改正後）食品名



残留基準値

（改正前）

ppm

綿実 ○ 0.01
なたね ○ 0.9
その他のオイルシード ○ 0.9

○ 0.8
その他のスパイス ○ 0.8
その他のハーブ ○ 0.6
牛の筋肉 ○ 0.2
豚の筋肉 ○ 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 ○ 0.2
牛の脂肪 ○ 0.2
豚の脂肪 ○ 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 ○ 0.2
牛の肝臓 ○ 0.1
豚の肝臓 ○ 0.1
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 ○ 0.1
牛の腎臓 ○ 0.1
豚の腎臓 ○ 0.1
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 ○ 0.1
牛の食用部分 ○ 0.1
豚の食用部分 ○ 0.1
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 ○ 0.1

○ 0.02
鶏の筋肉 ○ 0.02
その他の家きんの筋肉 ○ 0.02
鶏の脂肪 ○ 0.05
その他の家きんの脂肪 ○ 0.05
鶏の肝臓 ○ 0.02
その他の家きんの肝臓 ○ 0.02
鶏の腎臓 ○ 0.02
その他の家きんの腎臓 ○ 0.02
鶏の食用部分 ○ 0.02
その他の家きんの食用部分 ○ 0.02
鶏の卵 ○ 0.02
その他の家きんの卵 ○ 0.02
とうがらし（乾燥させたもの） ○ 6
小麦ふすま ○ 1

残留基準値

（改正前）

ppm

小麦 ○ 0.4 0.07

残留基準値※

食品名 （改正後）

フルキサピロキサド（つづき）

ppm

ppm

プロチオコナゾール（殺菌剤）

乳

残留基準値※

（改正後）

その他のナッツ類

食品名



残留基準値

（改正前）

ppm

大麦 ○ 0.4 0.35
ライ麦 ○ 0.4 0.05
とうもろこし ○ 0.4
そば ○ 0.4
その他の穀類 ○ 0.4 0.05
大豆 ○ 0.2 0.15
小豆類 ○ 1 0.9

○ 1 0.9
そら豆 ○ 1
らっかせい ○ 0.02 0.02
その他の豆類 ○ 1 0.9
ばれいしょ ○ 0.02
てんさい ○ 0.3 0.25
なたね ○ 0.2 0.15
牛の筋肉 ● 0.01 0.02
豚の筋肉 ○ 0.01 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 ● 0.01 0.02
牛の脂肪 ● 0.05 0.1
豚の脂肪 ○ 0.05 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 ● 0.05 0.1
牛の肝臓 ○ 0.5 0.2
豚の肝臓 ○ 0.5 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 ○ 0.5 0.2
牛の腎臓 ○ 0.5 0.2
豚の腎臓 ○ 0.5 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 ○ 0.5 0.2
牛の食用部分 ○ 0.5 0.2
豚の食用部分 ○ 0.5 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 ○ 0.5 0.2

● 0.004 0.02
鶏の肝臓 ● 0.02
その他の家きんの肝臓 ● 0.02

残留基準値

（改正前）

ppm

大豆 ○ 0.1 0.1
小豆類 ○ 0.2 0.2
さといも類（やつがしらを含む。） ○ 0.05 0.05
かんしょ ○ 0.05 0.05
やまいも（長いもをいう。） ○ 0.1 0.1

えんどう

乳

ミルベメクチン（殺虫剤）

残留基準値※

食品名 （改正後）

ppm

残留基準値※

（改正後）

ppm

食品名

プロチオコナゾール（つづき）



残留基準値

（改正前）

ppm

その他のきく科野菜 ○ 2 2
アスパラガス ○ 0.3 0.3
パセリ ○ 0.7 0.7

○ 0.5 0.5
みつば ○ 1 1
その他のせり科野菜 ○ 1 1
トマト ○ 0.2 0.2
ピーマン ○ 0.2 0.2
なす ○ 0.2 0.2
その他のなす科野菜 ○ 0.2 0.2
きゅうり（ガーキンを含む。） ○ 0.2 0.2
すいか ○ 0.2 0.2
メロン類果実 ○ 0.2 0.2
その他のうり科野菜 ○ 0.1 0.1
未成熟えんどう ○ 0.3 0.3
未成熟いんげん ○ 0.3 0.3
えだまめ ○ 0.2 0.2
その他の野菜 ○ 3 3
みかん ○ 0.2 0.2
なつみかんの果実全体 ○ 0.2 0.2
レモン ○ 0.2 0.2
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） ○ 0.2 0.2
グレープフルーツ ○ 0.2 0.2
ライム ○ 0.2 0.2
その他のかんきつ類果実 ○ 0.2 0.2
りんご ○ 0.2 0.2
日本なし ○ 0.2 0.2
西洋なし ○ 0.2 0.2
もも ○ 0.2 0.2
ネクタリン ○ 0.2 0.2
あんず（アプリコットを含む。） ○ 0.5
すもも（プルーンを含む。） ○ 0.05
うめ ○ 0.5 0.5
おうとう（チェリーを含む。） ○ 0.3 0.3
いちご ○ 0.2 0.2
ぶどう ○ 0.2 0.2
パパイヤ ○ 0.1 0.1
アボカド ○ 0.02 0.02
その他の果実 ○ 0.2 0.2

○ 0.7 0.7
ホップ ○ 0.1 0.1
その他のスパイス ○ 0.7 0.7

○ 5 5

残留基準値※

食品名 （改正後）

その他のハーブ

茶

ppm

セロリ

ミルベメクチン（つづき）



脚注
※ ○：平成26年10月3日施行

●：平成27年4月3日施行

・

・

・

・

・

・

・

これまでフェンピロキシメートはフェンピロキシメート（Ｅ体）及びフェンピロキシメート
（Ｚ体）の和をいうこととしていたが、今回基準値を設定するフェンピロキシメートとは
フェンピロキシメート（Ｅ体）のみをいう。

今回基準値を設定するミルベメクチンとは、ミルベメクチンＡ３及びミルベメクチンＡ４
の和をいう。

これまでプロチオコナゾールは農産物にあっては、プロチオコナゾール及び２－（１
－クロロシクロプロピル）－１－（２－クロロフェニル）－３－（１Ｈ－１，２，４－トリア
ゾール－１－イル）－２－プロパノール（以下「代謝物Ｍ17」という。）をプロチオコナ
ゾールに換算したものの和をいい、畜産物にあっては、プロチオコナゾール及び代
謝物Ｍ17をプロチオコナゾールに換算したもの及びこれら２化合物の抱合体をプロ
チオコナゾールに換算したものの和をいうこととしていたが、今回基準値を設定する
プロチオコナゾールとは、農産物にあってはプロチオコナゾール及び代謝物Ｍ17を
プロチオコナゾールに換算したものの和をいい、畜産物にあっては代謝物Ｍ17及
びその抱合体をプロチオコナゾールに換算したものの和をいう。

今回ビフェントリンについて、基準値を設定した食品のうち、カカオ豆の検体部位に
ついては外皮を含まないものとする。

今回基準値を設定するグルホシネートとは、農産物（穀類、豆類、種実類及びてん
さいに限る。）にあっては、グルホシネート、３－メチルホスフィニコプロピオン酸（以
下「代謝物Ｂ」という。）及びＮ－アセチルグルホシネート（以下「代謝物Ｚ」という。）を
グルホシネートアンモニウム塩に換算したものの和をいい、農産物（穀類、豆類、種
実類及びてんさいを除く。）及び畜産物にあっては、グルホシネート及び代謝物Ｂを
グルホシネートアンモニウム塩に換算したものの和をいうこと。なお、グルホシネート
には、グルホシネートアンモニウム塩及びグルホシネートＰが含まれる。

今回基準値を設定するアゾシクロチン及びシヘキサチンとは、アゾシクロチン及びシ
ヘキサチンをシヘキサチン含量に換算したものの和をいう。

残留基準値（改正後）の欄に記載のない食品及び表中にない食品については、一
律基準（0.01ppm）が適用される。ただし、オルビフロキサシン及びドキシサイクリンに
ついては、食品、添加物等の規格基準（昭和34年厚生省告示第370号）第１食品の
部 A 食品一般の成分規格の項１に規定する抗生物質又は化学的合成品たる抗菌
性物質に該当することから、残留基準値（改正後）の欄に記載のない食品及び表中
にない食品については、本剤を含有するものであってはならない。



参考

・ 「その他の穀類」とは、穀類のうち、米、小麦、大麦、ライ麦、とうもろこし及びそば以外のものを
いう。

・ 「小豆類」とは、いんげん、ささげ、サルタニ豆、サルタピア豆、バター豆、ペギア豆、ホワイト豆、
ライマ豆及びレンズを含む。

・ 「その他の豆類」とは、豆類のうち、大豆、小豆類、えんどう、そら豆、らっかせい及びスパイス以
外のものをいう。

・ 「その他のいも類」とは、いも類のうち、ばれいしょ、さといも類、かんしょ、やまいも及びこんにゃ
くいも以外のものをいう。

・ 「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな科野菜のうち、だいこん類の根、だいこん類の葉、か
ぶ類の根、かぶ類の葉、西洋わさび、クレソン、はくさい、キャベツ、芽キャベツ、ケール、こまつ
な、きょうな、チンゲンサイ、カリフラワー、ブロッコリー及びハーブ以外のものをいう。

・ 「その他のきく科野菜」とは、きく科野菜のうち、ごぼう、サルシフィー、アーティチョーク、チコリ、
エンダイブ、しゅんぎく、レタス及びハーブ以外のものをいう。

・ 「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科野菜のうち、たまねぎ、ねぎ、にんにく、にら、アスパラガス、
わけぎ及びハーブ以外のものをいう。

・ 「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜のうち、にんじん、パースニップ、パセリ、セロリ、みつ
ば、スパイス及びハーブ以外のものをいう。

・ 「その他のなす科野菜」とは，なす科野菜のうち、トマト、ピーマン及びなす以外のものをいう。

・ 「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜のうち、きゅうり、かぼちゃ、しろうり、すいか、メロン類果実
及びまくわうり以外のものをいう。

・ 「その他のきのこ類」とは、きのこ類のうち、マッシュルーム及びしいたけ以外のものをいう。

・ 「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも類、てんさい、さとうきび、あぶらな科野菜、きく科野菜、
ゆり科野菜、せり科野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそう、たけのこ、オクラ、しょうが、未
成熟えんどう、未成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、スパイス及びハーブ以外のものをいう。

・ 「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ類果実のうち、みかん、なつみかん、なつみかんの
外果皮、なつみかんの果実全体、レモン、オレンジ、グレープフルーツ、ライム及びスパイス以
外のものをいう。

・ 「その他のベリー類果実」とは、ベリー類果実のうち、いちご、ラズベリー、ブラックベリー、ブルー
ベリー、クランベリー及びハックルベリー以外のものをいう。

・ 「その他の果実」とは、果実のうち、かんきつ類果実、りんご、日本なし、西洋なし、マルメロ、び
わ、もも、ネクタリン、あんず、すもも、うめ、おうとう、ベリー類果実、ぶどう、かき、バナナ、キ
ウィー、パパイヤ、アボカド、パイナップル、グアバ、マンゴー、パッションフルーツ、なつめやし
及びスパイス以外のものをいう。

・ 「その他のオイルシード」とは、オイルシードのうち、ひまわりの種子、ごまの種子、べにばなの種
子、綿実、なたね及びスパイス以外のものをいう。

・ 「その他のナッツ類」とは、ナッツ類のうち、ぎんなん、くり、ペカン、アーモンド及びくるみ以外の
ものをいう。

・ 「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、西洋わさび、わさびの根茎、にんにく、とうがらし、パ
プリカ、しょうが、レモンの果皮、オレンジの果皮、ゆずの果皮及びごまの種子以外のものをい
う。

・ 「その他のハーブ」とは、ハーブのうち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの葉、セロリの茎及び
セロリの葉以外のものをいう。



・ 「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚以外の
ものをいう。

・ 「食用部分」とは、食用に供される部分のうち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部分をいう。

・ 「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以外のものをいう。

・ 「その他の魚類」とは、魚類のうち、さけ目類、うなぎ目類及びすずき目類以外のものをいう。

・ 「その他の魚介類」とは、魚介類のうち、魚類、貝類及び甲殻類以外のものをいう。
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・ジフェンゾコート試験法 （農産物） 

・ジフルフェニカン試験法 （農産物） 

・シフルメトフェン試験法（農産物）  

・シプロジニル試験法 （農産物） 

・ジメチピン試験法 （農産物） 

・ジメトモルフ試験法（農産物）  

・ジメトモルフ試験法（畜水産物）  

・シモキサニル試験法 （農産物） 

・臭素試験法 （農産物） 

・シラフルオフェン試験法（農産物）  

・シロマジン試験法（農産物）  

・シロマジン試験法（畜産物）  

・シンメチリン試験法 （農産物） 

・スピノサド試験法 （農産物） 

・スピノサド試験法（畜水産物） 

・スピラマイシン試験法 （畜水産物） 

・スピロメシフェン試験法（農産物）  

・スピロメシフェン試験法（畜水産物）  

・スルファキノキサリン、スルファジアジン、スルファジミジン、スルファジメトキシン、

スルファメトキサゾール、スルファメトキシピリダジン、スルファメラジン、スルファモ

ノメトキシン及びスルフイソゾール試験法（畜水産物）  

・スルファジミジン試験法 （畜水産物） 

・セトキシジム試験法 （農産物） 

・セファゾリン、セファピリン、セファレキシン、セファロニウム、セフォペラゾン及びセ

フロキシム試験法（畜水産物）  

・セフキノム試験法（畜水産物） 

・セフチオフル試験法（畜水産物） 

・ゼラノール試験法 （畜水産物） 

・ダイムロン試験法 （農産物） 



・ダゾメット、メタム及びメチルイソチオシアネート試験法（農産物）  

・ターバシル試験法 （農産物） 

・チアジニル試験法（農産物）  

・チアベンダゾール及び５－プロピルスルホニル－１Ｈ－ベンズイミダゾール－２－アミン

試験法 （畜水産物） 

・チオジカルブ及びメソミル試験法（農産物）  

・チルミコシン試験法 （畜水産物） 

・ツラスロマイシン試験法（畜水産物）  

・テクロフタラム試験法 （農産物） 

・デスメディファム試験法 （農産物） 

・テプラロキシジム試験法 （農産物） 

・テレフタル酸銅試験法 （農産物） 

・トリクラベンダゾール試験法 （畜水産物） 

・トリクラミド試験法 （農産物） 

・トリクロロ酢酸ナトリウム塩試験法（農産物）  

・トリシクラゾール試験法 （農産物） 

・トリネキサパックエチル試験法 （農産物） 

・トリフルミゾール試験法 （農産物） 

・トリブロムサラン及びビチオノール試験法（畜水産物）  

・トルトラズリル試験法（畜水産物）  

・トルフェンピラド試験法 （農産物） 

・鉛試験法 （農産物） 

・ニコチン試験法（農産物）  

・ニテンピラム試験法 （農産物） 

・ノバルロン試験法 （農産物） 

・バミドチオン試験法 （農産物） 

・バリダマイシン試験法（農産物）  

・ビオレスメトリン試験法 （農産物） 

・ピクロラム試験法 （農産物） 

・ビスピリバックナトリウム塩試験法 （農産物） 

・ヒ素試験法 （農産物） 

・ビフェナゼート試験法（農産物）  

・ビフェナゼート試験法（畜産物） 

・ヒメキサゾール試験法（農産物）  

・ピメトロジン試験法 （農産物） 

・ピラクロストロビン試験法（農産物）  

・ピラクロストロビン試験法（畜産物） 

・ピラクロニル試験法（農産物）  

・ピラゾキシフェン試験法 （農産物） 

・ピラフルフェンエチル試験法 （農産物） 



・ピリダベン試験法 （農産物） 

・ピリダリル試験法（農産物）  

・ピリチオバックナトリウム塩試験法（農産物）  

・ピリデート試験法 （農産物） 

・ピリフェノックス試験法 （農産物） 

・ピリフルキナゾン試験法（農産物） 

・ピリミジフェン試験法 （農産物） 

・ピリミスルファン試験法 （農産物） 

・ピリメタニル試験法 （農産物） 

・ピルリマイシン試験法 （畜水産物） 

・ファモキサドン試験法 （農産物） 

・フィプロニル試験法 （農産物） 

・フェノキサプロップエチル試験法 （農産物） 

・フェリムゾン試験法（水産物） 

・フェンアミドン試験法（農産物）  

・フェンアミドン試験法（畜産物） 

・フェントラザミド試験法 （農産物） 

・フェンピロキシメート試験法 （農産物） 

・フェンヘキサミド試験法 （農産物） 

・フェンヘキサミド試験法 （畜水産物） 

・フェンチン試験法（農産物）  

・ブチレート試験法 （農産物） 

・プラジクアンテル試験法（畜水産物）  

・フラメトピル試験法 （農産物） 

・フルアジナム試験法 （農産物） 

・フルアジホップ試験法 （農産物） 

・フルオピコリド試験法（農産物）  

・フルオルイミド試験法 （農産物） 

・フルカルバゾンナトリウム塩試験法（農産物）  

・フルシラゾール試験法 （農産物） 

・フルシラゾール試験法（畜水産物） 

・フルスルファミド試験法 （農産物） 

・フルセトスルフロン試験法（農産物） 

・フルベンジアミド試験法（農産物）  

・フルベンダゾール試験法 （畜水産物） 

・フルミオキサジン試験法 （農産物） 

・プロクロラズ試験法 （農産物） 

・プロシミドン試験法 （農産物） 

・ブロディファコウム及びワルファリン試験法（畜水産物） 

・フロニカミド試験法（農産物）  



・フロニカミド試験法（畜産物） 

・プロパモカルブ試験法 （農産物） 

・プロヒドロジャスモン試験法 （農産物） 

・プロヘキサジオンカルシウム塩試験法 （農産物） 

・ヘキシチアゾクス試験法 （農産物） 

・ペンシクロン試験法 （農産物） 

・ベンジルペニシリン試験法 （畜水産物） 

・ベンゾビシクロン試験法（農産物）  

・ベンタゾン試験法 （農産物） 

・ベンチアバリカルブイソプロピル試験法（農産物）  

・ペンチオピラド試験法（農産物） 

・ペントキサゾン試験法 （農産物） 

・ベンフレセート試験法 （農産物） 

・ボスカリド試験法（農産物）  

・ボスカリド試験法（畜産物）  

・ホセチル試験法 （農産物） 

・マレイン酸ヒドラジド試験法（農産物）  

・マンジプロパミド試験法（農産物） 

・ミクロブタニル試験法 （農産物） 

・ミルベメクチン及びレピメクチン試験法 （農産物） 

・ミロサマイシン試験法（畜水産物） 

・メタアルデヒド試験法（農産物）  

・メタベンズチアズロン試験法 （農産物） 

・メタミトロン試験法（農産物）  

・メチオカルブ試験法 （農産物） 

・メトコナゾール試験法（農産物）  

・メトプレン試験法（農産物）  

・メトリブジン試験法 （農産物） 

・メパニピリム試験法 （農産物） 

・モリネート試験法 （農産物） 

・ヨウ化メチル試験法（農産物） 

・ラクトパミン試験法 （畜水産物） 

・ラフォキサニド試験法 （畜水産物） 

・リン化水素試験法（農産物）  

・レバミゾール試験法（畜水産物） 



（参考）食品、添加物等の規格基準（昭和３４年厚生省告示第３７０号）に規定する試験

法 

・２,４,５－Ｔ試験法 

・アルドリン、エンドリン及びディルドリン試験法 

・カプタホール試験法 

・カルバドックス試験法 

・クマホス試験法 

・クレンブテロール試験法 

・クロラムフェニコール試験法 

・クロルプロマジン試験法 

・ジエチルスチルベストロール試験法 

・ジメトリダゾール、メトロニダゾール及びロニダゾール試験法 

・ダミノジッド試験法 

・デキサメタゾン試験法 

・トリアゾホス及びパラチオン試験法 

・α－トレンボロン及びβ－トレンボロン試験法 

・二臭化エチレン試験法 

・ニトロフラゾン試験法 

・ニトロフラントイン、フラゾリドン及びフラルタドン試験法 

・プロファム試験法 

・マラカイトグリーン試験法 

 

 



別紙３ 

アゾシクロチン及びシヘキサチン試験法（農産物） 

 

１．分析対象化合物 

アゾシクロチン 

シヘキサチン 

 

２．装置 

炎光光度型検出器（スズ用干渉フィルター、波長610nm）付きガスクロマトグラフ（GC-

FPD（Sn）） 

 

３．試薬、試液 

次に示すもの以外は、総則の３に示すものを用いる。  

L-アスコルビン酸ナトリウム（特級） 

シヘキサチン標準品 本品はシヘキサチン98％以上を含む。 

 

４．試験溶液の調製 

１）抽出 

① 穀類、果実及び野菜の場合 

穀類の場合は、試料10.0 gにL-アスコルビン酸ナトリウム約0.5 g及び水20 mLを加え、

30分間放置する。果実及び野菜の場合は、試料20.0 gにL-アスコルビン酸ナトリウム約0.5 

g加える。 

これにアセトン及び酢酸（99：1）混液100 mLを加え、ホモジナイズした後、吸引ろ過

する。ろ紙上の残留物にアセトン及び酢酸（99：1）混液50 mLを加えてホモジナイズし、

上記と同様にろ過する。得られたろ液を合わせ、アセトンを加えて正確に200 mLとする。 

この40 mLを分取し、10％塩化ナトリウム溶液200 mLを加え、n-ヘキサン100 mL及び50 

mLで2回振とう抽出する。抽出液を合わせ、無水硫酸ナトリウムを加えて脱水し、無水硫

酸ナトリウムをろ別した後、40℃以下で濃縮し、溶媒を除去する。穀類の場合は、この残

留物にn-ヘキサン1 mLを加えて溶かす。果実及び野菜の場合は、この残留物をn-ヘキサン

に溶かし、正確に2 mLとし、1 mLを分取する。 

 

② 豆類及び種実類の場合 

試料10.0 gにL-アスコルビン酸ナトリウム約0.5 g及び水20 mLを加え、30分間放置する。

これにアセトン及び酢酸（99：1）混液100 mLを加え，ホモジナイズした後、吸引ろ過す

る。ろ紙上の残留物に、アセトン及び酢酸（99：1）混液50 mLを加えてホモジナイズし、

上記と同様にろ過する。得られたろ液を合わせ、アセトンを加えて正確に200 mLとする。

この40 mLを分取し、40℃以下で濃縮し、溶媒を除去する。 

残留物にエタノール50 mL及び10 mol/L水酸化カリウム溶液10 mLを加え、30分間激しく

振とうした後、10％塩化ナトリウム溶液50 mLを加えn-ヘキサン50 mLで2回振とう抽出す

る。抽出液を合わせ、10％塩化ナトリウム溶液100 mLで2回洗浄した後、無水硫酸ナトリ

ウムを加えて脱水し、無水硫酸ナトリウムをろ別した後、40℃以下で濃縮し、溶媒を除去



する。この残留物にn-ヘキサン1 mLを加えて溶かす。 

 

③ 茶の場合 

試料5.00 gにL-アスコルビン酸ナトリウム約0.5 g及び水20 mLを加え、30分間放置する。

これにアセトン及び酢酸（99：1）混液100 mLを加え、ホモジナイズした後、吸引ろ過す

る。ろ紙上の残留物にアセトン及び酢酸（99：1）混液50 mLを加えてホモジナイズし、

上記と同様にろ過する。得られたろ液を合わせ、アセトンを加えて正確に200 mLとする。

この80 mLを分取し、40℃以下で約40 mLまで濃縮する。 

これに10％塩化ナトリウム溶液200 mLを加え、n-ヘキサン100 mL及び50 mLで2回振と

う抽出する。抽出液を合わせ、無水硫酸ナトリウムを加えて脱水し、無水硫酸ナトリウム

をろ別した後、40℃以下で濃縮し、溶媒を除去する。この残留物にアセトニトリル及びト

ルエン（3：1）混液5 mLを加えて溶かす。 

 

２）精製（茶の場合のみ実施する。） 

グラファイトカーボンミニカラム（500 mg）にアセトニトリル及びトルエン（3：1）混

液10 mLを注入し、流出液は捨てる。このカラムに１）の③で得られた溶液を注入した後、

アセトニトリル及びトルエン（3：1）混液15 mLを注入し、全溶出液を採り、40℃以下で濃

縮し、溶媒を除去する。残留物にn-ヘキサン1 mLを加えて溶かす。 

 

３）エチル化 

１）又は２）で得られた溶液に3 mol/Lエチルマグネシウムブロミド・エーテル溶液1 mL

を加え、室温で20分間放置する。これに0.5 mol/L硫酸10 mLを徐々に加え、次いで水10 mL

を加えた後、n-ヘキサン10 mL及び5 mLで2回振とう抽出する。抽出液を合わせ、無水硫酸

ナトリウムを加えて脱水し、無水硫酸ナトリウムをろ別した後、40℃以下で約1 mLまで濃

縮する。 

 

４）精製 

合成ケイ酸マグネシウムミニカラム（910 mg）にn-ヘキサン10 mLを注入し、流出液は捨

てる。このカラムに、３）で得られた溶液を注入した後、n-ヘキサン15 mLを注入し、全溶

出液を採り、40℃以下で濃縮し、溶媒を除去する。この残留物をn-ヘキサンに溶解し、正確

に1 mLとしたものを試験溶液とする。 

 

５．検量線の作成 

シヘキサチン標準品の20 mg/Lアセトン溶液を調製する。この1 mLを採り、窒素を吹き付け

て溶媒を除去してn-ヘキサン1 mLに再溶解した後、４．試験溶液の調製の３）エチル化と同様

に操作して得られた溶液をn-ヘキサンで定容及び希釈して検量線用の標準溶液を数点調製し、

それぞれGC-FPDに注入し、ピーク高法又はピーク面積法で検量線を作成する。なお、本法に

従って試験溶液を調製した場合、試料中0.01 mg/kgに相当する試験溶液中濃度は0.02 mg/Lであ

る。 

 

６．定量 



試験溶液をGC-FPDに注入し、５の検量線でアゾシクロチン及びシヘキサチンの含量を求め

る。 

 

７．確認試験 

GC-FPDにより確認する。 

 

８．測定条件 

 （例） 

１）GC-FPD（定量用） 

検出器：FPD（Sn） 

カラム：5％フェニル-メチルシリコン 内径0.25 mm、長さ30 m、膜厚0.25 μm 

カラム温度：100℃（1分）－30℃/分－280℃（10分） 

注入口温度：250℃ 

検出器温度：250℃ 

キャリヤーガス：ヘリウム 

注入量：2 μL 

保持時間の目安：8分 

 

２）GC-FPD（確認用） 

検出器：FPD（Sn） 

カラム：（14％シアノプロピル-フェニル）メチルシリコン 内径0.25 mm、長さ30 m、膜

厚0.25 μm 

カラム温度：50℃（1分）－30℃/分－280℃（5分） 

注入口温度：250℃ 

検出器温度：250℃ 

キャリヤーガス：ヘリウム 

注入量：2 μL 

保持時間の目安：10分 

 

９．定量限界 

0.01 mg/kg  

 

10．留意事項 

１）試験法の概要 

アゾシクロチン及びシヘキサチンを試料から酢酸酸性アセトンで抽出し、豆類及び種実類

等の脂質の多い食品についてはアルカリ分解で脂質を除去した後、n-ヘキサンに転溶する。

必要に応じ、グラファイトカーボンミニカラムで精製し、エチル化を行う。合成ケイ酸マグ

ネシウムミニカラムで精製した後、GC-FPDで定量及び確認する方法である。 

 

２）注意点 

① アゾシクロチンは、エチル化によりシヘキサチンと同一物質に変化する。 



② グラファイトカーボンミニカラムでの精製時に残留物が溶けきらず、カラム負荷が困難

なときは、遠心分離を行うことが有効である。  

③ エチル化の操作時、0.5 mol/L硫酸を加えると激しく反応するため徐々に加える。  

④ 果実及び野菜の場合でも、アボカド等の脂質の多い食品については、豆類及び種実類の

場合と同様にアルカリ分解を実施する必要がある。  

⑤ L-アスコルビン酸ナトリウムは、抽出時の酸化分解を抑えるために添加する。  

 

11．参考文献 

なし 

    

12．類型 

C 

 



別紙４ 

アゾシクロチン及びシヘキサチン試験法（畜水産物） 

 

１．分析対象化合物 

アゾシクロチン 

シヘキサチン 

 

２．装置 

炎光光度型検出器（スズ用干渉フィルター、波長610nm）付きガスクロマトグラフ（GC-

FPD（Sn）） 

 

３．試薬、試液 

次に示すもの以外は、総則の３に示すものを用いる。  

シヘキサチン標準品 本品はシヘキサチン98％以上を含む。 

 

４．試験溶液の調製 

１）抽出 

① はちみつ以外の場合 

試料10.0 g（脂肪の場合は5.00 g）にアセトン及び酢酸（99：1）混液100 mLを加え、ホ

モジナイズした後、吸引ろ過する。ろ紙上の残留物にアセトン及び酢酸（99：1）混液50 

mLを加えてホモジナイズし、上記と同様にろ過する。得られたろ液を合わせ、40℃以下

で濃縮し、溶媒を除去する。 

残留物にエタノール50 mL及び10 mol/L水酸化カリウム溶液10 mLを加え、30分間激しく

振とうした後、10％塩化ナトリウム溶液50 mLを加えn-ヘキサン50 mLずつで2回振とう抽

出する。抽出液を合わせ、10％塩化ナトリウム溶液100 mLで2回洗浄した後、無水硫酸ナ

トリウムを加えて脱水し、無水硫酸ナトリウムをろ別した後、40℃以下で濃縮し、溶媒を

除去する。この残留物をn-ヘキサンに溶かし、正確に5 mL（脂肪の場合は2.5 mL）とする。 

 

② はちみつの場合 

試料10.0 gに水20 mLを加えて溶かす。これにアセトン及び酢酸（99：1）混液100 mLを

加え、ホモジナイズした後、吸引ろ過する。ろ紙上の残留物にアセトン及び酢酸（99：

1）混液50 mLを加えてホモジナイズし、上記と同様にろ過する。得られたろ液を合わせ、

40℃以下で濃縮し、溶媒を除去する。 

残留物に10％塩化ナトリウム溶液100 mLを加え、n-ヘキサン50 mLずつで2回振とう抽

出する。抽出液を合わせ、無水硫酸ナトリウムを加えて脱水し、無水硫酸ナトリウムをろ

別した後、40℃以下で濃縮し、溶媒を除去する。この残留物をn-ヘキサンに溶かし、正確

に5 mLとする。 

 

２）エチル化 

１）で得られた溶液を1 mL分取し、3 mol/Lエチルマグネシウムブロミド・エーテル溶液1 

mLを加え室温で20分間放置する。これに0.5 mol/L硫酸10 mLを徐々に加え、次いで水10 mL



を加えた後、n-ヘキサン10 mL及び5 mLで2回振とう抽出する。抽出液を合わせ、無水硫酸

ナトリウムを加えて脱水し、無水硫酸ナトリウムをろ別した後、40℃以下で約1 mLまで濃

縮する。 

 

３）精製 

合成ケイ酸マグネシウムミニカラム（910 mg）にn-ヘキサン10 mLを注入し、流出液は捨

てる。このカラムに、２）で得られた溶液を注入した後、n-ヘキサン15 mLを注入し、全溶

出液を採り、40℃以下で濃縮し、溶媒を除去する。この残留物をn-ヘキサンに溶解し、正確

に1 mLとしたものを試験溶液とする。 

 

５．検量線の作成 

シヘキサチン標準品の20 mg/Lアセトン溶液を調製する。この1 mLを採り、窒素を吹き付け

て溶媒を除去してn-ヘキサン1 mLに再溶解した後、４．試験溶液の調製の２）エチル化と同様

に操作して得られた溶液をn-ヘキサンで定容及び希釈して検量線用の標準溶液を数点調製し、

それぞれGC-FPDに注入し、ピーク高法又はピーク面積法で検量線を作成する。なお、本法に

従って試験溶液を調製した場合、試料中0.01 mg/kgに相当する試験溶液中濃度は0.02 mg/Lであ

る。 

 

６．定量 

試験溶液をGC-FPDに注入し、５の検量線でアゾシクロチン及びシヘキサチンの含量を求め

る。 

 

７．確認試験 

GC-FPDにより確認する。 

 

８．測定条件 

 （例） 

１）GC-FPD（定量用） 

検出器：FPD（Sn） 

カラム：5％フェニル-メチルシリコン 内径0.25 mm、長さ30 m、膜厚0.25 μm 

カラム温度：100℃（1分）－30℃/分－280℃（10分） 

注入口温度：250℃ 

検出器温度：250℃ 

キャリヤーガス：ヘリウム 

注入量：2 μL 

保持時間の目安：8分 

 

２）GC-FPD（確認用） 

検出器：FPD（Sn） 

カラム：（14％シアノプロピル-フェニル）メチルシリコン 内径0.25 mm、長さ30 m、膜

厚0.25 μm 



カラム温度：50℃（1分）－30℃/分－280℃（5分） 

注入口温度：250℃ 

検出器温度：250℃ 

キャリヤーガス：ヘリウム 

注入量：2 μL 

保持時間の目安：10分 

 

９．定量限界 

0.01 mg/kg  

 

10．留意事項 

１）試験法の概要 

アゾシクロチン及びシヘキサチンを試料から酢酸酸性アセトンで抽出し、脂質が多い畜水

産物についてはアルカリ分解で脂質を除去した後、n-ヘキサンに転溶し、エチル化を行う。

合成ケイ酸マグネシウムミニカラムで精製した後、GC-FPDで定量及び確認する方法である。 

 

２）注意点 

① アゾシクロチンは、エチル化によりシヘキサチンと同一物質に変化する。 

② エチル化の操作時、0.5 mol/L硫酸を加えると激しく反応するため徐々に加える。  

③ はちみつ以外の畜水産物で脂質が少ないものについてはアルカリ分解を省略できる。 

 

11．参考文献 

なし 

    

12．類型 

C 

 

 


